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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソンヘドリン97a）， D’」 HrVIV ILELBI LJH KL HLLJ‘LM， L， HWH　MSNJ　BDJBWRJH（た
とえ彼に世の隠れた宝をすべて与えたとしても，彼はその言葉を変えないであろう，と，同所），
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
JWM’HD　HWH／TB’　DBJTHW　WQ’HJJP’RJSJH’TJ’SBBT’TRP’　’DS’（ある日彼
の妻が坐って彼の頭を硫いていたとき，近所の女が来て扉を叩いた，同所）。第一の例の’MJN’
（，　　　　　－ame－na）は’MRの分詞（§7参照）の後に一人称単数の代名詞がついたものである。第こ
の例ではHWWは三入称複数，　JHBJは男性複数の分詞である。この複合時制の接続法的な用
例には次の二つがある，KDJ　HWJT　MTGR（わたしが有利になるように，　xx，10），　DLM
THWH’MR（あなたが言わないように，　xxii，22）。
　§31．限定された目的語を示す前置詞JTは用いられていない。しかしこれに代るL一の用
∨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Y
例が散見される。例，LKJ　LMSBQ（あなたを残すこと，　xix，19），　HW’RWH’KTS
LKWLHWN（風は彼等すべてを打ちつx’　eナた，　xx，20），　LLWT　BR’HWHJ　PS’（彼は甥の
ロトを救った，xxii，9）。後代のアラム語に多い冗語法的な使用も見られる，’SPRK　LK（わた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノしはあなたを保護する，xxii，31）， JT∫BWNH　LSRJ（彼等をしてサライを返さしめよ，§29
参照）。
　要点を簡明に述べるつもりであったが，饒舌に過ぎた所もある。しかも見落したこと，書き漏
らしたことも多々あると思う。言い残したことの幾分かは正の註に於て補われるであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　65
　　　　　　　　　　　　　　　　巫　　対　　き尺　　創　　世　　言己　　タト　　典
　　　　　　　　　　　　　　　　　（第工1，XIX，　XX，　XXi，　XXII欄）
　　テキストの転写は・AGenesis　Apocryphon’の判読に従うが，必ずしも忠実でない箇Eliがある。算用数
　字はテキストの行を示す。この項に於て，原文または訳文中の星標（＊）は註釈があるという記号である。
　　　　　　　　　　　　　　Il　lH’B’DJN　HSBT　BLBJ　DJ　MN　　　II　i全くその時はわたしは受胎が’警護の天
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぺ
4JRJN　HRJ’T’WMN　QDJSJN　H〔〕’　　使達によるものであり．…が聖天使達による
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　WLNPJL〔JN〕2WLBJ‘LJ　MSTNJ‘L　　ものであり，堕落の天使達…と心に老えた。
‘WLJM’DN・　　　　　　　　　　　　　　2それでわたしの心はこの藁：子のために転倒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した。
　3B’DJN’NH　LMK’TBHLT　W‘LT‘L　　　3その時わたしレメクは狼狽し，わたしの
BT’NWき’NT〔TJ　W’MRT　4　　）W‘D　　妻パテノスのもとに来て〔言った〕，4－・至
B‘LJ・BMRH　RBWT’BMLK　KWL　　高者，至大の主，すべての世界の王に誓って
　　　　　　　　　　　　　　　‘〔LMJM　5　　〕BNJ　SMJN‘D　KWL’　　・・－5天の子ら……，あなたがすべてを真実
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
BQWST’THWJNNJ　HN〔　6BQWST’〕　　を以てわたしに告げるまで……6〔真実を以
THWJNNJ　WL’BKDBJN　HD’B（　　　　て〕うそ偽りなくこれをわたしに告げなさい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　）7BMLK　KWL‘LMJM‘D　BQWST　　……7すべての世界の王に誓って，あなたが
‘MJ　TMLLJN　WL’BKDBJN〔　　　〕　　真実を以てうそ偽りなくわたしに語るまで…
　　　　　　　　　　ソ
・8’DJN　BT’NWS’NTTJ　BHLS　TQ∫P　MJ　　…8その日寺わたしの妻パテノスは力をこめて
MLLT　WB〔　　　〕9W’MRT　J”旬　　わたしに語り，……9そして言った，おs兄
WJ’MRJ　DKR江K‘L‘DJNTJ　’〔　　le　　上よ，おsわが君よ，…・－tわたしとの悦楽を
　　　　　　　　　　　　　　　〕M‘NT’WNSMTJ　LGW　NDNH’　　思い出して下さい。10暫く……そしてわたし
　　　　　　　　W’NH　BQWST　KWL　（’　11　）WL〔〕’　　の精神はその零の中に……，そしてわたしは
’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 N
WSGJ　LBJ‘LJ’DJN’STNJ　　　　　　　真実を以てすべてを……11……わたしの心は
　　　　　　　　　　　　　　　　ソ
　12WKDJ　HZT　BT’NWS’NTTJ　DJ　　その時甚だしく転倒した。12わたしの妻パテ
　　
’STNJ’NPJ‘LJ（　　〕13　B’DJN’NST　　ノスはわたしの顔色が変ったのを見ると，…
RWHH’W‘MJ　TMLL　WLJ　T’MR　」’　MRJ　　13その時彼女は怒りを抑えて，わたしに語り
WJ’〔’HJ　　〕14‘DJ　NTJ　J’MJ”NH　LK　　わたしに言った，おsわが君よ，おs〔兄上
BQDJき・RB・BMLK§〔　　〕15　DJ　MNK　　よ〕……14わたしとの悦楽を……わたしは大
ZR‘’DN　WMNK　HRJWN’DN　WMNK　　聖者，……の王にかけて一・あなたに誓いま
NSBT　PRJ（　〕16　WL’MN　KWL　ZR　　す，15この種はあなたによるものであり，こ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　66
WL’MN　KWI」‘JRJN　WL’MN　KWL　　の受胎はあなたによるものであlj　fそして…
　　　　BNJ　SM〔∫N　　〕17’NP∫K　KDN’‘LJK　　の実のりはあなたによるものであることを。
ソ　　　　　　　　　　　　
SN’WSHT　WRWHK　KDN‘LJB’〔　　　　16そしていかなる異国人によるのでもなく，
　　　　　　　　　〕i8　BQWST　MMLL’‘MK　　　　　　　いかなる警護の天使によるのでもなく，いか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19B’DJN’NH　LMK　RTT‘L　MTWSLH　　なる天の子によるのでもなく，……（何が）
’BJ　WKWI、’LH（〕20’BWHJ　WKWL’　　17あなたの顔をこのように変え，そして傷つ
MNH　BJSB’JND‘BDJ　HW’RHJM　WR〔　　けました〔か〕，あなたの精神はこのように
　　　　〕21　‘DBH　PL∫G　WLH　MHW∫N　　なさけない……18真実を以て（わたしは）あ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
KWL’　WKDJ　SM・MTWSL〔H　22〕　　なたに語っています。19その時わたしレメク
LHNWK・BWHJ　LMND‘MNH　KWL・　　は父メトセラのもとに走って，すべてを彼に
BQWgT・〔　　〕23　R・WTH　W・ZL　＊L・RK　　……20彼の父……そして彼はすべてを彼から
MT＊LPRWJN　WTMNもKHH　L〔　）　　確実に知るであろう，何となれば彼は愛され
24W・MR　LHNWK　’BWHJ　」・　，B∫　WJ・MRJ　　ていて……からである。……21彼の分は割り
DJ’NH　LK〔　25〕L〔〕W・MR　LK　　当てられ・彼にすべてが告げられる。メトセ
DBI、　TRGZ・LJ　DJ　LHK・・TJT　L〔　　：〕　　ラ1ま……を聞いたときに・……22…彼の父工
26DHJL　L・LJK〔　　　　　　　　　　　　　ノクからすべてを真実に知るために・彼のも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とに……23彼の意志を……それで彼は……パ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルワイムに行った，そしてそこに彼を発見し
た……24　（彼は）彼の父エノクに〔言った〕，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おS父よ，おSわが主よ，あなたにわたしは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……25……わたしはあなたに言いますが，わ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たしに対して怒らないで下さい，何となれば
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わたしはこ～に……に来たからです。∵・…26・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……恐れなさい……
　XIX　7　〕W’MRT’NTH　HW’8〔　　　XIX　7・・一そしてわたしは言った，あなた
　〕LM’LM〔　〕M‘D　K‘N　L’XDBQTH　　は……である。8……まだわたしは聖なる山
　　　　　　　ソLTWR’QDJS’WNGDT　g　L〔〕WHWJT　　に達していなかった。それでわたしは出発し
’Zl、　LDRWM’〔〕‘D　D∫　DBQT　MBRWN　　て9……そしてわたしは南へ行きつSけた。
〔　〕’TB〔N〕」’T　HBRWN　WJTBT　lo〔　　　……遂にわたしはヘブロンに着いた。……ヘ
ソ
SN〕JN　WHW’　KPN’　B’R‘’D’KWL’　　ブロンはCその時〕建てられたのである。
　　ソ
WSM‘T　DJ　T〔BW〕T’〔　　〕BMSRJN　　そしてわたしは10〔＊二〕年間……9住んだ∩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　67
WNGDT　ll　L〔〕L’R‘MSRJN〔　〕　　10ところがこの地全体に飢鰻があっtこ。わた
WHW’〔DBQ〕T　LKRMWN’NHR’HD　　しはエジプトに……よき穀物があると聞い
MN　12　R・きJ　NHR・・M〔　〕‘L・〔　　〕　　　た。それでわたしは11……エジプトの地へ
K・N・NHN・〔）・R・N・〔WH〕LPT§B・T　　1°出発した・12…」llaわかれ11の一つであ
R・SJ　NHR・DN　DJ・3〔〕K・N　HLPN・　るケラモン川｝こ着いた・’“’’”　12今やわた礎
・
R・N・W・LN・L・R・．BN」．HM．L・R・．MSRJN　はわた腱の地…そして枇しは…’Cの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川の七つのわかれを越えた。13今やわたし達
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はわたし達の地を越えて，ハムの子の地に，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　即ちエジプトの地に入った。
　i4　WHLMT’NH’BRM　HLM　BLJLH　　　14わたしアブラムはわたし達がエジプトの
M‘LN’L’R‘MSRJN　WHZJT　BHLMJ　　地に入った夜に夢を見た。わたしはわたしの
〔WH〕”RZ　HD　WTMR’15　HD’（　〕　　　夢に見たが，見よ，一本の香柏と15一本の14
　　　　　　　　　　　WB〔NJ〕’NWS’TW　WB’WN　LMQS　　なつめやしの木が15……すると人々が来て，
　　　　　　　　　　　　　　　　　WLM‘QR　L〔’〕RZ’　WLMSBWQ　TMRT’　　香柏を・切って根こそぎにし，なつめやしの木
BLHWDWHH　16　W’KLJ’T　TMRT’　　　　ひとつだけを残しておこうと欲した。16する
WMRT・L　TQWSW　L〔’〕RZ’　’RJ　TRJp・　　となつめやしの木は叫んで言った，香柏を切
　　　ソ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
MN　SD’〔〕’WSB　JQ　’RZ’BTLL　TMRT’　　ってはなりません，何となれば・一を倒す者
17　WL・〔　〕　　　　W’T‘JRT　BLJLJ’　　は呪われるからです。それで翻llはなつめや
N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
MN　SNTJ　W’MRT　LSRJ’NTT∫耳LM　　しの木のおかげで残されて，17……なかった。
18HLMT　MN（　W〕DHL（MN〕HLM’
　　　　　　　　　　　ソ
DN　W’MRT　LPST‘∫LJ耳LMK　W’ND‘　　　そしてわたしはその夜眠りから覚めて，わ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ
WSRJT　L’ST‘∫’　LH　￥LMH　DN　ig〔　〕　　たしの妻サライに言った，夢を18わたしは…
耳LM’〔〕DJ　JB‘WN　LMQTLNJ　WLKJ　　見た。わたしはこの夢が心配である。すると
　　ソLMSBQ〔KP〕WM　D’　KWL　TBWT’　20〔　　　彼女はわたしに言った。わたしが知るように
　　）BKWL〔　〕DJ〔　　〕‘LJ　DJ　　わたしにあなたの夢を語って下さい。それで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’1i｛J　HW’W’耳J　BTLJKJ　WTPLT　NPSJ　　わたしは彼女にこの夢を語りはじめた。19…
BDJLJKJ　21〔　　　〕L’〔　〕JTNJ　　夢・・彼等がわたしを殺し，あなたを残してお
　　　　　　　　　　　　　　　　ノMNJ　WLMQTLNJ　WBKT　SRJ‘L　MLJ　　こうと欲する…それゆえにすべてのよき物20
BL　JLJ’DN　22（　　　〕’PD‘」（　　〕　　　……彼はわたしの兄ですと……そうすればわ
　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
WSRJ　LMPNH　LS‘N　23〔　〕JR’BNPSH　　たしはあなたのおかげで生き，わたしの命は
DJ　L’JHZNH　KWL（　　〕WLBTR　　あなたのために助かるだろう。21……わたし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　68
　　　　　　　　
HMS　SNJ”LN　24〔　）TLT’GBRJN　　から……そしてわたしを殺すために一・・する
MN　RBRB∫MSRJ〔N　　〕DJ　PR‘〔W〕　　とサラKはこの夜わたしの言葉に泣いた。22・
S‘〔N〕‘LML〔〕W‘L’NTTJ　WHWW’　　・…・・傷つけた一・そしてサライはゾアンの方
∫HBJN　25〔　　　〕TBT’WHKMT’　　へ23……彼女の命に……誰も彼女を見ないよ
WQW§T・WQRJT　QWDMJHWN　L〔　〕　　うに……そしてこの五年間のaS　24パm・ゾァ
MLJ〔）・K　26（　　〕BKPN・DJ　’〔　　　ンが……の上とわたしの妻の上とに・一エジ
　〕TH　WL・〔　　）W・TWN　LMQM・D　　プトの高官達のうち三人の者が’…’そして”t’
D」〔〕SH．LHH〔　〕MLJ　27〔　　与え続1ナた・25…善と縮垣実一一’°”それ
〕BM・KL・SG」・WBMgTH〔〕HMR・　で”たしは鱈の前に…蹴だ゜’”…26　”“
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……飢饅に……それで彼等は……立つために
（28
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　来た……27……多くの食物を以て…・り酒宴に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於て……葡萄酒……
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　XX　2〔　〕KMH〔　　〕WSPJR　　　XX　2＿＿いかに……そして彼女の顔だち
＊LH　SLM’NPJH’WKM’3〔　D〕QJQ　　は美しいことでしよう。そしていかlc　3……’
r　　　　　　　　　Y
LH　S‘R　R’JSH　KM’J’JN　LHWN　LH　　彼女の頭の髪の毛はこま弍）かなことでしよ
‘JN∬H’　WM’RGG　H¶LH’NPH’　WKWL　　う。いかに彼女の目はうるわしいことでしよ
N§4’NPJH’〔　〕KM’J”LH￥［DJH　　　う。また彼女の鼻は何と妊ましいことでしょ
　　　　　ソ
WKM’SPJR　LH　KWL　LBNH’DR‘JH’ 　　う。そして4彼女の顔の3すべての輝きは4
　　　M’SPJRN　WJDJH’　KM’5KLJLN　W〔〕　　……いかに彼女の胸はうるわしいことでしょ
KWL　M耳ZHJD∫H’KM’」’JN　KPJH　WM’　　う。そしていかに彼女のすべての臼さが美し
’RJKN　WQTJNN　KWL　’§B‘T　JDJH’　　いことでしょう。彼女の腕は何と美しいこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ
RGLJH’6KM’SPJRN　WKM’　SLM’LHN　　でしょう。また彼女の手はいかlc　s完成され
　　　　ソ
LH　SQJH’WKL　BTWLN　WKL’N　DJ　　ていることでしょう。・一彼女の手のすべて
　　　　　　　　　　　」‘LN　LGNWN　L’JSPRN　MNH’WL　KWL　　の様子は……いかに彼女の掌はうるわしいこ
Y　　　　　∨　　　　　　　　v　　　　　　　　　　　　　　　　∨
7NSJN　SWPR　SPRH　W‘LJ’SPRH’L‘L’　　とでしょう。また彼女の手のすべての指は何
　　　　　　　　　　　　　　　　　
MN　KWLHN　W‘M　KWL　SPR’DN　HKM’　　と長く細いことでしょう。彼女の足は6いか
タ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Y
SGJ’‘MH’WDL　JDJH’8J”WKDJ　SM‘　　に美しいことでしょう。そしていかに彼女の
　　　　　　　　　　　　　ソMLK’MLJ　HRQNWS　WMLJ　TRJN　　すねは完全なことでしよう。婚礼の部屋には
HBRWHJDJpMHDTLTHWNMMLLJN　　いるいかなる処女達また花嫁達も彼女より美
’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N
SGJ　RHMH　WSLH　g　L‘WB‘DBRH’　　しくはありません。そして7彼女の美しさは
　　　　　　　　　　　　　　ソWHZH’　W’TMH　‘L　KWL　SPRH’WNSBH’　　女i圭の6いずれにもまさっています。7彼女
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　69
LH　L’NT’WB‘’LMQTLNJ　WMRT　6RJ　　の美しさは彼女達すべてより上に高くにあり
10LMLK’D’HJ　HW’KDJ　HWJT　　ます。そしてこのすべての美しさとともに彼
MTGR　‘L　DJLH’W§BJQT　’NH　　女には非常な賢こさがそなわっています。そ
’BRM　BDJLH’WL’QTJLT　WBKJT　　して彼女の手の先は8うるわしくあります。
’NH　11’BRM　BKJ　TQJP’NH　WLWT　　王はヒルカノスの言葉と彼の二人の仲間の言
BR・HJ・MJ　BLJLJ’KDJ　DBJRT　MNJ　　葉を，彼等三人がII　lを揃えて語るのを聞くと，
SRJ　B・WNS　　　　　　　　　　　　　　彼女を非常にほしがって，9早速8人を遣わ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　して9彼女をつれて来させた。彼は彼女を見
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てその美しさのすべてに驚嘆し，彼女を妻と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　して婆った。そして彼はわたしを殺そうと欲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した。それでサライは，10彼女のゆえにわた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しが有利になるように，王に9言った，10彼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はわたしの兄です。それでわたしアブラムは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彼女のゆえに殺されずに残された。わたし11
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アブラムは，わたしもわたしと一緒1こいた弟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の子ロトも，その夜わたしからサライが無理
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　強いに連れ去られたときに，はげしく10泣い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。
　1公BLJLJ’DN　5LJT　WB‘JT　W’Tli｛NNT　　　ユ2この夜わたしは祈り，求め，願い，そし
W’MRT　B’T‘ 5B’WDM‘J　N￥TN　BRJK　　て涙を流しながら悲しみのうちに言った，い
’NTH’L‘LJWN　MRJ　LKWL　l3‘LMJM　　と高き神，すべての13世界12の主よ，あなた
　　　　　　　　　　ソDJ　’NTH　MRH　WSLJT　‘L　KWL’　WBKWL　　が崇められるように。13何となればあなたは
　　　　　　　　　　　　　　　MLKJ　’R‘”NTH　SLJT　LM‘BD　　主にして，あらゆるものの支配者であり，あ
BKWLHWN　DJN　WK‘N　i4　QBLTK　MRJ　　なたは地のすべての王を支配して彼等すべて
‘LPR‘W　S‘N　MLK　MSRJN　DJ　DBRT　　に裁きを行ない給うからであります。今，14
’NTTJ　MN∫BTWQp‘BD　LJ　DJN　MNH　　主よ，わたしはあなたにエジプ1・の王パes・
W’HZJ　JDK　RBT’15　BH　WBKWL　B∫TH　　ゾァンを訴えます。何となればわたしの蜜が
　　・　　　　v
W’LJSLT　BLJLJ’DN　LTMJ”NTTJ　　力ずくでわたしから連れ去られたからであり
MNJ　WJND‘WK　MRJ　DJ’NTH　MRH　　ます。わたしのために彼に裁きを行ない，15
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LKWL　MLKJ　16’R‘’WBKJT　WHSJT　　彼と彼のすべての家に下る14あなたの大いな
　　　　　　　　ソBL兀」’DN　SLH　LH’L‘LJWN　RWH　　る手を示して下さい。15この夜彼をしてわた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　70
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
MKDS　LMKTSH　WLKWL’NS　BJTH　　しの妻を汚すことを得しめないで下さい。そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
RWH　17　B’JS’WHW’T　KTS’LH　WLKWL　　して主よ，彼等をしてあなたが16地の15すべ
　　　∨　　・
’NS　BJTH　WL’JKL　LMQRB　BH’W’P　　ての主であることを知らしめて下さい。16そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソL’JD‘H’WHW’‘MH　18　TRTJN　SNjN　　してわたしは泣いて悲しんだ。この夜いと高
　　　　　　　　　　　WLSWP　TRTJN　SNJN　TQPW　WGBRW　　き神は彼を打つため｛こ彼に疫病の風を，また
　　　　　　　ソ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
‘LWH’MKTSJ’WNGDJ’W‘L　KWL’NS　　彼の一族すべてに17悪しき風を16送り給うた。
　　　　　　　BJTH　WSLH　19　QR’LKWL〔HKJMJ〕　　17それは彼とその一族すべてを打ちつs“け
　　　　　　　　　　　　　MSRJN　WLKWL’SPJ’‘M　KWL’S∫　　た。それで彼は彼女に近づくことができなか
MSRJN　HN　JKWLWN　L’SJWTH　MN　　った。そして彼は18二年間17彼女とともにい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
MKTS’DN　WL’NS　20　BJTH　WL・JKLW　　たが，彼女を知らなかった。18二年の終りに
KWL・SJ・W・SPJ・WKWI、　HKJMJ・LMQM　　疫病と災1亘は彼の上に，そして彼の一族すべ
L・SJWTH　・RJ　HW・RWH・　KTS　　ての上に強くなり激しくなった。それで彼は
1．KWLHWN　21　W‘RQW　　B・DJN・TH　　人を遣わして，19エジプトのすべての賢人と
・LJ　HRQNWS　WB・・MNJ　DJ　，TH　W・SI“H　　すべての魔法使をエジプトのすべての医師と
・L22　MLK・W・SMWK　JDJ・LWHJ　WJHH　　ともに呼んだ，若しかして彼等がこの疫病か
・RJ　BHLM〔　　〕W・MR　LH　LWT：L・　　ら彼を・まtこ20彼の家の19人々を医やすこと
JKWL・BRM　DDJ　LSLJ・・L　23　MLK・　　ができるかも知れないからであった。20しか
W頭」・NTTH・MH　WK・N・ZI．．・MR　　しいずれの医師も魔法使もそしていずれの賢
LMLK・WJ説H・NTTH　MNH　LB・1、H・　　人も彼の治療｝こ立つことができなかった。何
WJSLH・LWHJ　W∫HH　　　　　　　　　となれば風は彼等すべてを打ち・21それで彼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等は逃げたからである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その時ヒルカノスはわたしのもとに来て，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わたしが行って22王の21ために祈り22手を彼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の上に置く21ようにわたしに求めた。22そう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すれぱ彼は生きるであろう，何となれば夢で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……それでcaトは彼に言った，わたしの伯父
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アブラムは23その妻サライが彼とともにいる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のに王の22ために祈ることはできない。23さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ行って，彼の妻をその夫のもとに送りかえ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すように三Eに雷いなさい。そうすれば彼は彼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のために祈るだろう，そして彼は生きるだろ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　24WKDJ　SM‘HRQNWS　MLJ　LWT’ZL　　　24ヒルカノスはロトの言葉を聞くと，行っ
　　　　　　　　　　　　　　　　　’MR　LMLK’KWL　MKTSJ’WNGDJ’　　て王に言’った，25わが主なる王様が打たれ苦
25・LN　DJ　MTKT§WMTNGD　MRJ　MLK・　　しんでおられるこれらの24疫病と災厄はすべ
BDJL　SRJ　・NTT　’BRM　JTJBW　NH　LliRJ　　て，25アブラムの妻サラィのゆえであります。
1、・BRM　B・1、H　26　WJTWK　MNKH　MKTS・　　サライを彼女の夫アブラムにお返しになって
DN　WRWHバHLNP・WQR・LJ・LW　　下さい。26そうすればこの疫病と腫物の風と
W・MR　L」M・‘BDTH　LJ　BD」L〔9R〕J　　はあなたから劫行くでしよう・それで彼は
WT・MR　27　LJ　DJ・HTJ　HJ・WHJ・HW・T　　わたしを呼びよせて，わたしに言った，あな
・NTTK　WNSBTH・LJ　L・NTH　H・　　たはサライのゆえにわたしに何をしたか，あ
・NTTK　D・MJ・ZL　W・DJ　LK　MN　28　KWL　　なたは27彼女があなたの妻であるのに，‘わた
MDJNT　MSRJN　WK・N　SLJ・LJ　W・L　　しの妹です’とわたしに26言った。27それで
B∫TJ＊WTTG・R　MNNH　RWII・D・B・」9T・　　わたしは彼女を妻として婆ったのである。見
WSLJT・L〔　〕DN・29＊HJ　WSMKT’　よ・わたしのもとにいるあなたの妻だ。行け，
JDJ・L〔R・」〕§H　W・TPLJ　MNH　MKT9・　　そして28エジプトの国のすべて27から立ち去
W・TG・RT⊂MNH　RWH・〕B・J§T・WHJ　　れ。28そして今わたしとわたしの家のために，
WQM〔HW〕D・30　LJ　MLK・B〔〕MNT〔〕　　わたし達からこの悪しき風がとがめられるよ
WJM・LJ　MLK・BMWMH　DJ　L・〔　〕　　うに祈れ。それでわたしはこの一のために
H・」〔〕WH・〔〕・・L〔〕H　WJHB　I、H　祈・て・　29わたしの手轍の頭の上1・・eeいた・
MLK〔・M〕HB〔・S〕GJ・WLBW§SGJ　する渡病は彼から除かれ・悪しき風は働・
DJ　BWS　W・RGW・N〔　〕32　QWDMJH・　　らとがめられ・そして彼は生きた。それで30
W・PLHGR　W・（　〕LMH　L」WMNJ　王は29立って3°わたし1こ一・・29告げた・3°そ
・MJ・NW§DJ　JNPQ〔　　　　〕　　　　して王は一’…誓いを以てわたしに誓った。31
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……そして王は彼に多くの・…・・また細務と紫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の多くの衣服を与えた。……32彼女の前に…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　またハガルに……そして……連れ出す人をわ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たしとともに任命した。……
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　33W’ZLT’NH’BRM　BNKSJN　SGJ’JN　　　33それでわたしアブラムは究醤に多くの家
工耳D’W’PBKSP　WDHB　WSLQT　MN　　畜を連れ，また銀と金を携えて出発し，ニジ
（MSRj〕N〔WLWT）34　BR’HJ‘Mj　W’P　　プトから上って行った。34甥の33ロトも34わ
t
iWT　QNH　LH　NKSJN　SGJ’JN　WNSB　　たしと一緒であった。ロトもまた多くの財麓
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．£H’NTH　MN（　　　　　　　〕　　　　　を得，また……から妻を婆った。……XXI　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　XXI　1〔B〕KL’TR　MSRJ’TJ‘D　DJ　　わたしが宿営したすべての場所に……遂にわ
bBQT　LBJT’L　L’TR’DJ　BNJT　TMN　　たしがかってそこに祭壇を築いた場所ベテル
BH　MDBH，　WBN∫TH　　TNj’Nj　　に着いて，それを再び築いた。2わたしはそ
2〔W〕’QRBT‘LWHJ‘LW’N　WMNHH：　　の上に揺祭と素祭をいと高き神に供えた。そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L’L‘LJWN　WQRJT　TMN　BSM　MRH　　してそこでもろもろの世界の主の名を呼び，
・LMJ・WHLLT飴M　・LH・WBRKT　　神の名をほめて3神を2崇め，3そしてわた
3〔’〕LH’W’WDJT　TMN　QWDM’LH’‘L　　しに賜わったすべての財産とよき物，わたし
KWL　NKSJ・WTBT・DJ　JHB　LJ　WDj　　に恵みを施し給うたこと，またわたしを戊無
‘BD‘MJ　TB　WDJ・TJBNJ　4　L・RりD・　　事1ここの地に3帰らせ給うたことを，そこで
BきLM　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　神の前に感謝した。
　5BTR　JWM・DN　P5LWT　MN　LW・TJ　　　5この日の後Pトはわたし達の牧人等の｛∫
MN・WBD　R・WTN・W・ZL　WJTB　LH：　　ないのゆえにわたしのもとから別れて行っ
BBQ・T　JRDN・　WKWL　NKSWHJ　　て・ヨルダンの谷間に日三んだ。彼のすべての
’・・ iMH　W’P・NH　，WSPT　LH・L・DJLH・SGj　家畜は6彼と一緒であ・たカs’・わたしも就
WHW・　R‘｝il　NKSWHJ　WDBQ　‘D　SWDM　そ皮のもの歓いに増してや・ぷ1支は朗の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　家畜を飼いつyソドムにまで遼し，ソドムに
＊WJBN　LH　BSWDM　BJ　7　WJTB　BH
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　家を建てS7そこに住んだ。そしてわたしは
W’NH　HWJT　JTB　BTWR’DJ　BJT’L
　　　．　　　　　　v　　　　　　　　　　　　　ベテルの山に住んでいた。甥のロトがわたし
WB’S‘L　J　DJ　PRS　LWT　BR’HJ　MN
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のもとから離れたことはわたしにとって悲し
LW’TJ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みであった。
　8　W’THZJ　LJ’LH’BHzj’DJ　LJLJ’　　　8ところで神は夜の幻のうちにわたしに現
W’MR　LJ　SLQ　LK　LRMT　HSWR　DJ‘L　　れて言い給うた，9あなたの住んでいる所ベ
7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N
SM’L　g　BJT’L’TR　DJ　’NTH　JTB　WSQWL　　テルの8左の方にあるラマテハゾルに上り，
‘JN’K　WHZJ　LMDNH’WLM‘RB’　　9目をあげて東，西，南，北を見なさい。　lo
WLDRWM’WLSPWN’WHzJ　KWL　le’R‘’　　わたしがあなたとあなたの子孫に永久に与え
．D’DJ’NH　JHB　LK　WLZR‘K　LKWL　　るこの地の9すべてを見なさい。10それでわ
”LMJM　WSLQT　LMHRTW　KN　LRMT　　たしはその翌日ラマテハゾルに上って，11エ
HSWR　WMZJT’R‘’MN　ll　RMT’D’MN　　ジプトの川からレバノンとセニルまで，大海
　　　　　　　　　　　　　　　　　ノNHR　MSRjN‘D　LBNN　WSNJR　WMN　　からハウランまで，カデシに至るゲバルの全
jM’RB’‘D　HWRN　WKWL’R‘GBL‘D　　地，および12ハウランとセニルの東の大11砂
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QDきWKWL　MDBR・12　RB・DJ　MDNH　　漠のすべてを12xウフラテスまで，11この高
■
HWRN　WSNJR‘D　PWRT　W’MR　L3　　所10から地を見た。12すると彼はわたしに言
LZR‘K’NTN　KWL’R‘’D’WjRTWNH　　い給うた，あなたの子孫にわたしはこのすべ
LKWL‘LM3M　13　W’9GH　ZR‘K　K‘PR　　ての地を与えよう，彼等は永久にそれを継ぐ
’R‘’DJ　L’」§KH　KWL　BR’NWも　　であろう。13そしてわたしはあなたの子孫を
LMMNJH　W’P　ZR‘K　L’JTMNK　QWM　　いかなる人も数えることのできない地のちり
HLK　W’ZR　14　WHZJ　KMN’RKH’WKMN　　のように多くしよう，あなたの子孫も数えき
PTJH”RJ　LK　WLZR‘K’NTNNH　’｝IRjK　　れないであろう。立って歩きなさい。行って，
‘DKWL‘LMj’　　　　　　　　　　　　　14その長さがどれほどか，またその幅がどれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほどかを見なさい。何となればわたしはあな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たとあなたの子孫にあなた以後永久にそれを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　与えるからである。
　15W’ZT’NH　’BRM　LMSfl　R　WLMPIZHi　　　15それでわたしアブラムはその地を見て賦
　　　　　　
’R‘’WSRJT　LMS日R　MN　GJHWN　NHR’　　るために出発した。わたしはギホン川から＃11ii
W’TJT　LJD　JM’‘D　DJ　16　DBQT　LTWR　　りはじめて海辺に至り，遂に16タウロス山に
TWR’WS早RT　MN　L〔JD〕jM’RB’DN　　着いた。そしてこの塩の大海のほと｛）から醸
DJ　ML｝」’W’ZLT　LJD　TWR　TWR’　　って，その地を横にタウロス山に沿って東へ
LMDNH’LPWTJ‘R‘’17‘D　DJ　DBQT　　行き，17遂にエウフラテス川に着いた。それ
LPWRT　NHR’WSBRT　LJD　PWRT‘D　　からわたしはエウフラテスに沿って回り，遂
t
DJ　DBQT　LJM’SMWQ’LMDN早’　　に東の方エリトラ海に着いた。さらにわたし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
WHWJT’TH　LJ　LJD　18　JM’SMWQ’‘D　　は18エリトラ海17に沿って行きつsけ，18エ
　　　　　　　　　DJ　DBQT　LLSN　JM　SWP　DJ　NPQ　MN　　リトラ海から出ている葦の海の入江に着い
　　　ノ
JM’SMWQ’WSHRT　LDRWM’‘D　DJ　　た。それからわたしは南へ回り，遂にギホン
DBQT　GHWN　lg　NHR’WTBT　W’TJT　　lg川18に着いた。19そしてわたしは引き返し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ
LJ　LBJTJ　BSLM　W’SKHT　KWL’NSJ　　て無事に帰宅し，人々が皆無事であるのを見
　
SLM　W’ZLT　WJTBT　B’LWNJ　MMRH　　出した。それからわたしは行って，ヘブロン
DJ，　BHBRWN　2e　ee　KLMDNH　SPWN　　に，20即ちヘプロンの北東にある19マムレの
HBRWN　WBNJT　TMN　MDBH　W’SQT　　擬の木に住んだ。20わたしはそこに祭壇を築
‘LWHJ‘L’WMNH’L’L‘LJWN　W’KLT　　き，その上に幡祭と素祭をいと高き神に供え
∨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∨
W’STJT　TMN　2pNH　WKWL’NS　BJTJ　　た。21そしてわたしとわたしの家の人すべて
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WSLHT　QRJT　LMMRH　WL‘RNM　　は2喰べ，かつ飲んだ。21またわたしはわた
　　　 v治
WL’SKWL　TLTT’HJ’＊’MWR”RHMJ　　しの友達のアモリ人三兄弟，マムレとアルナ
　　　　　　　　　　　　　　　　　W’KLW　KHD’　22　‘MJ　W’STjw‘Mj　　　　ムとエシコルを呼びにやった。それで彼等は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22わたしと…緒に21食べ，22わたしとともに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飲んだ。
　23QDMT　JWMJ”LN’TH　KDRL‘WMR　　　23この頃よりさきに，エラムの王ケダラオ
MLK‘jLM’MRPL　MLK　BBL’RjWK　　　メル，バビPンの王アムラーx°　）　Y，カバトクの
MLK＊KPTWK　TD‘L　MLK　GWJM　DJ　　31アリオク及び24川の間にいる23ゴイ1、の王
24HW’BJN　NHRJN　W‘BDW　QRB‘M　　テダルが来て，24ソドムの王ベラ，ゴモラム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソBR‘MLK　SWDM　W‘M　BRS‘MLK　　の三1三ビルシャ，アデマの王シナブ，25ゼボイ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げは
＊‘WMRM　W‘M　SN’B　MLK’DM’25　W‘M　　ムの三1ゴメベド及びベラの王と24戦いを交え
§MJ・BD　MLK　SBWJN　W・M　MLK　BL・　　た。25これらは皆戦いのために同盟してシデ
KWL’LN’ZDMNW　KHD’LQRB　YMQ’　　ムの谷へ向かった。26エラムの25王26及び彼
DJ　SDJ’WTQp　MLK　26‘JLM　WMLKj’　　とともにいた王達はソドムの王とそのすべて
DJ‘MH　LMLK　SWDM　WLKWL　　め同盟者を25抑えて，26彼等に貢物を課し，
　　　　　　　　　ソ
耳BRWHJ　WSWJW‘LJHWN　＊MR’TRTj　　十二年間彼等は27エラムの王に貢物を納めて
，　　　　　　　 N
‘SRH　SNJN　HWW’27　jffBjN　MDTHWN　　いたが，十三年目に彼に背いたのである。そ
N　　　　　　　　　　　　　ア
LMLK‘JLM　WBSNT　TLT‘SRH　MRDW　　れで十四年目にエラムのヨ三は28彼の1司盟者27
N　　　　　　　　　　　　　　　　’
BH　WBSNT’RB‘‘SRH　DBR　MLK‘JLM　　すべてを率いて28荒野の道を上った。そして
LKWL　28　HBRWHJ　WSLQW’RH’DJ　　彼等はユウフラテス川からの途中襲い掠めつ
MDBR’WHWW’MHJN　WBZJN　MN　　s’けた。すなわち彼等は29カルナィムの28ア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
PWRT　NHR’WMHW　LRP’」’DJ　B‘STR’　　シタuテにいたレパイム人，29アンモンにい
29　DQRNJN　WLZWMZMj’DJ　B‘MN　　fこズムジム人，シャベ・ハキリヨトにいたエ
　　　　　　　　　　　　　　WL’JMJ’　〔DJ　B〕SWH　HQRJWT　　ミ人及びゲバルの山地にいたポリ人を撃っ
WLHWRJ’DJ　BTWRJ　GBL‘D　DBQW　　て，遂に30荒野にある29エル・30パラン29に
L・JL　30PRN　DJ　BMDBR’WTBW〔〕LJN　　達した。30彼等は引き返して一・ハザゾン・
〔　　　〕BHSSN　TMR　　　　　　　　　タマルに……
　31WNPQ　MLK　SWDM　L‘WR‘HWN　　　31それでソドムの王と〔づモラムの）王と
WMLK　CWMRM　　WM〕LK’DM’　　アドマの王とセポイムの王とべラの王は彼等
WMLK　SBW’JN　WMLK　BL‘〔　　　〕　　に向って出て，32〔エラムの王〕ケダラォメ
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QRB・32　B‘MQ・D〔J　SDJ’）LQWBLJ　　ル及び彼とともにいた（王達〕に対して，シ
KDRL・〔WMR　MLK‘jLM　WMLKJ’〕DJ　　デムの谷に於て31戦いを……32ところがソド’
・MH　W・TBR　MLK　SWDWM　W・RQ　　ムの王は敗れて逃げ，ゴモラムの王は33水た
WMLK‘WMRM　33　NPL　B‘GJ’JN〔　　　　　めに落ちた。……エラムの王はソドムと〔34ゴ『
　　　〕MLK　‘JLM　KWL　NKSJ’DJ　　モラム〕33のすべての財産を……34そして彼：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
SWDM　WDJ　34〔　　　　　　〕WSBW　　等はXXIP彼等と一緒にソドムに住んでい
LWT　BR’HW）　　　　　　　　　　　　たアブラムの3遡のロ1・を，1彼のすべての・
　XXII　i　DJ’BRM　DJ　HW’jTB　BSWDM　　財産とともに34捕えた。2アブラムがロトに
KHD’‘MHWN　WKWL　NKSWHJ　W’TH　　与えた群れの1牧人の一人で，2捕虜から逃
HD　MN　R‘H　2‘NH　DJ　JHB’BRM　LLWT　　れた者が，アブラムのもとに1来て，2当時
　　　　　　　　　　　DJ　PLT　MN　SBJ’‘L’BRM　W’BRM　　アブラムは3ヘブ⇔に日1んで2いたのであ
B’DJN　HW’3JTB　B亘BRWN　W日WJH　　るが，3彼に告げた。すなわち彼の甥のロト
　　　　ソ
DJ　SBJ　LWT　BR　’孕WHJ　WKWL　　は殺されはしなかったが，そのすべての財産
NKSWHJ　WL’QTJL　WDJ　4　NGDW　　とともに捕えられたことを，そして4王達は、
MLKJ”RH’耳LT’RBT’LMDjTWN　　大渓谷の道を彼等の国へと進み，捕え，掠め，
　　　
wsBJN　wBzJN　wM耳JN　wQTLJN　　撃ち，殺しつs，5ダマスコの国へ4向った
　　　　　　　　　　　　　　　ノW’zLJN　5　LMDJNT　DRMSQ　WBK”BRM　　　3ことを。5それでアブラムは彼のee　u　l・の
‘LLWT　BR工WHJ　W’T昇LM’BRM　WQM　　ゆえに泣いた。そしてアブラムは勇を奮って『
6WBHR　MN‘BDWHJ　GBRJN　BHJRJN　　立ち，6彼のしもべ達の中から戦いのために
　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
，
LQRB　TLT　M”WTMNJT‘SR　W‘RNM　　訓練された者三百十八人を選んだ。アルナム
　　　　　
7　W’SKWL　WMMRH　NGDW‘MH　WHW’　　と7エシコルとマムレは彼等とともに行っ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　RDP　BTRHWN‘D　DBQ　LDN　W’SKH　　た。彼は彼等のあとを追って遂にダンに達し
　　　　　　　’NWN　8　SRJN　BBQ‘T　DN　WRMH　　た。そして彼等が8ダンの谷間に屯している・
‘LJHWH　BLJLJ’MN’RB‘RWHJHWN　　のを見つけたので，8四方から彼等を夜襲し，
WHWW’QTL　g　BHWN　BLJL3’WTBR　　9その夜彼等を8殺しつs一けて9これを打ち
’NWN　WHW’RDP　LHWN　WKWLHWN　　敗った。彼は彼等を追い，彼等は皆彼の前か
HWW’‘RQJN　MN　QWDMWHJ　lo‘D　　ら逃げつs“けて，10遂にダマスコの左に位置’
▼　　　　　　　　　　　　　　　　，
DBQW　LHLBWN　DJ　SJM’‘L　SM’L　　するヘルボンに達した。彼は彼等が捕えたす
’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　y
DRMSQ　W’SL　MNHWN　KWL　DJ　SBW’　　べての者と，11彼等が掠めたすべてのものと，
11WKWL　DJ　BZW　WKWL　TBTHWN　　彼等のすべてのよき物とを10彼等から救い出
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W’PLLWT　BR’HW副PS’WKWL　　した。11また甥のロトをも救い，彼のすべて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
NKSWHJ　WKWL　i2　SBJT’DJ　SB’W　　　の財産と，12彼等が捕えた13すべての捕f“一’gと
　　　　　　ソ
’TJB　WSM‘MLK　SWDM　DJ’TJB’BRM　　を取り返した。ソドムの王はアブラムがすべ
　　　　　　　
KWL　SBjT’13　WKWL　BZT’WSLQ　　ての捕虜と13すべての掠奪物を12取り返した
　　　　　　　　　　　　ソ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ
L‘WR‘H　W’TH　LSLM　HJ’3RWSLM　　ことを聞いたので，13彼に会うために．ヒり，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ
W’BRM　SR’B‘MQ　14　SW’WHW’‘MQ　　サレム即ちエルサレムに来た。アブラムは14
：MLK’BQ‘T　BjT　KRM’WMLKJSDQ　　シヤベの13谷に，即ちベテハケレムの平野に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ
MLK’DSLM’NPQ　15　M’KL　WMSTH　　ある王の谷13に宿営した。14するとサレムの
　　　　　　　　　　　　ソL’BRM　WLKWL’NS’DJ‘MH　WHW’　　王メルキゼデクは15アブラムおよび彼ととも
HW’KHN　L’L　‘LJWN　WBRK　　l．cu・たすべての人のため｛喰物と飲物を・・出
16L，BRM　W’MR　BRJK　，BRM　L’L‘LJWN
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した。15彼はいと高き神の祭司であった。彼
　　　　　＾MRH　SMJ’W’R‘，WBRJK　’L‘L3WN　17　DJ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は16アブラムを15祝福して16言った，天地め
　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
SGR　SN’JK　BJDK　WJHB　LH　M‘SR　MN
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主なるいと高き神によってアブラムが祝福さ
KWL　NKSJ’DJ　MLK‘JLM　WHBRWHJ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＄　　　　　　れんことを。17あなたの敵をあなたの手に渡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し・給うた16いと高き神が崇められんことを。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17それで彼はエラムの王とその同盟者達のす
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　べての財産の十分の一を彼に与えた。
　18B’DJN　QRB　MLK’DJ　SWDM　W’MR　　　l8その時ソドムの王が近づいてアブラム｝ζ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L’BRM　MRJ　’BRM　lg　HBLJ　NPS’DJ’JTJ　　言った，わが主アブラムよ，19わたしに所属
　　　　　　ソ　ら
LJ　DJ　SBJ’‘MK　DJ’SLTH　MN　MLK　　する人，すなわちあなたがエラムの王から救
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソSLM　WNKSJ’　20　KWLHWN　SBJQJN　LK　　い出してあなたとともにいる捕虜をわたしに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下さい。財産は20ことごとくあなたに残され
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ます。
　　’DJN　’MR’BRM　LMLK　SWDM　　　その時アブラムはソドムの王に言った，わ
MRjM　’NH　21　JDJ　JWM’DN　L’L　　たしは21今日天地の主なるいと高き神に手を
　　　　　　　　　　　’‘LjWN　MRH　SMJ’¶R‘’ee’N　MN　　20上げて誓います，21糸一本から靴の紐一本
HWT‘D‘RQ・DMS’N　22’N’SB　MN　　に至るまで，22わたしはあなた｝こ属するいか
　■　　　　　　■
KWL　DJ’JTJ　LK　DLM’THWII　　なるものも取りません。23アブラムの富はす
”MR　DMN　NKSJ　KWL　‘TRH　DJ　　べてわたしの財産からであるとあなたが言わ
23　’BRM　BR’MN　DJ’KLW　KBR　　ないためにです。但しわたしとともにいる若
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‘WLjMJ　DJ‘MJ　WBR’MN　HWLQ　　者達がすでに食べたものを除き，また24わた
TLTT　GBRJ’DJ　24’zLW‘MJ　’NWN　　しとともに行った23三人の分を除きます。24
ソ
SLJTJN　BHWLQHWN　LMNTN　LK　　彼等はあなたに与えるために彼等の分に権利
WTJB’BRM　KWL　NKSJ’WKWL　　をもつ者です。そしてアブラムはすべての財
2西BJT’WjHB　LMLK　SWDM　WKWL　　産とすべての25捕虜を24返して，25ソドムの
もBJ・DJ　HW・T　CMH　MN・R・・D・きBQ　　王に与えた。また彼とともにいた捕虜をすべ
26W乱H　KWLHWN　　　　　　　　　　　てこの地から放ち，26彼等すべてを去らせた。
　27BTR　PTGMJ”LN’THZJW’LH’　　　27これらの事の後，神は幻の申でアブラム
　　　　　　　　　　　　　　　　o
L・BRM　BHZJ・W・MR　LH　H・・SRζNJN　　に現れて，彼に言い給うた，見よ，28あなた
289LM・MN　JWM　DJ　NPQTH　MN　HRN　　がハランを出た日から満27十年が28経過した。
TRTJN＊・BRTH　TNH　WきB・BMSRJN　　すなわちあなたは二年聞こsで，七年間エジ
WHD・2gMN　Dj　TBT　MN　MSRJN　WK・N　　プトで，過ごした，そして29あなたがエジプ
BQR　WMNJ　KWL　DJ　・JTJ　LK　WHzJ　　トから1言ってから28一年になる。29さあ・あ
KMN　KPLJN自GJW　MN　30　KWL　DJ　　なたの持てるすべてのものを調べて数えなさ
NPQW・MK　BJWM　MPQK　MN　HRN　　い。そして30あなたがハランを出た日にあな
WK・N・L　TDHL・NH・MK　W・HJH　LK　　たと一緒に出たすべてのもの29より幾層倍増
31S・D　WTQp　W・NH　MGN　・LJK　　えたかを見なさい。30さあ，恐れるな・わた
W・SPRK　LK　LTQJP　BR・MNK　　しはあなたとともにいる。わたしはあなたの
・TRK　WNKSJK　32　J§GWN　LHD・W・MR　　ために31支えと30なろう。31強くあれ・わた
r
’BRM　MRj　’LH’　SGJ　LJ　‘TR　　　しはあなたのための盾である。わたしはあな
WNKSJN　WLM’LJ　33　KWL（’）LH　W’NH　　たより外の強き者からあなたを保護しよう。
KDJ’MWT‘RTLJ’HK　DJ　L’BNJN　　あなたの富とあなたの財産とは32甚だ多くな
WlilD　MN　BNJ　BJTJ　JRTNNJ　34’LJ‘ZR　　るであろう。それでアブラムは言った，わた
BR〔　　〕LD〔」〕RTNJ　W’MR　LH　しの主なる神よ，わたし蟷と財産と｛嶋え
L’JRTNK　DN　LHN　DJ　JPWQ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ました。しかし33わたしは裸で死に，子なく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　して去り行くのに，これらすべては32わたし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にとって何のためでしよう。わたしの家の子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の一人がわたしのあとを継ぐでしよう。34…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…の子エリエゼルがわたしのあとを継ぐでし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よう。すると彼に言い給うた，この者があな
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たのあとを継ぐのではない，……出る者が…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・’■
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　　ii，9．再帰的与格。
　　ii，10．原語NDNH’＜NDN’は‘鞘，暑3’，すなわち　‘肉体’。ダニエル轡7：15，’TKII　JT　I｛WHJ
’NH　DNJ’L　BGW　2VDNEI（わたしダニエルは‘器’の中にあるわたしの霊が悩んだ）。
　　ii，23．　L’RK　MT？文宇不明瞭，意味も不詳。　PRW∫Nはヘブライ語のPRWJM（parwalim，歴代ぷ
一ド3：6）に］洞当するか。
　　xix，8・この一Hは人称接尾語の冗語的用法（§31参照）。
　　xix，9，10．ヨベル書13：10により補う。
　　xx，2．再帰的与格の一種である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　xx，26．意味不明。動詞SHLP（過ぎ去る）と関係づけることは困難である。叉脈上RWIIは構成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
位相としか考えられないから，S肌NP’はそれに支配される名詞とする他はない。今はSHN’（腫物，申
命記28：27等参照）の意昧に解釈しておく。ともかく・NかPのいずれかは誤記であろう。
　　xx，28．こういう言い方はよくある。詩篇106：9，マルコによる福音書4：39参照。
　　x：，29．意味不明。HJ’（schne！1！，　auf！）｛こ等しいか。
　　xxi，6．ヘブライ語。転換のWによる継起構文。
　　xxL　20．　KL一は疑問。前置詞B一が期待されるところである。
　　　　　　　　　　　ぴxxi，21．’MWR”（’am6rE’e）は複数限定位相。
　　xxi，23．カバドキヤのことであろうといわれている。
　　xxi，24．‘MWRH（ゴモラ）に同じ。他の固有名詞にも独特の形または綴りが見られる。
　　xxi，26．明らかにMD’と読むべきである。次の行にはMDTHWNとある。
　　xxi｛，21．’N（’in＝ヘブライ語’im）は誓い叉は誓いのための動作を表わす語句に従うとき否定の意
昧を持っ。この部分｝こ相当する創世記14：23のオンケロス・タルグムは次の通りである，’MMJHWT’
W‘D‘RQT　MSN’W’M’JSB　MKL　DLK　WL’T’MR’N’‘TR∬∬’BRM。これでは全く原典を翻訳
機にかけたような逐語訳であって面白味がない。それに比べるとこSの文章はかなり流暢，閥達である。
　　xxii，28．‘BDTHと読むべきであろう。‘BDはこの場合白動詞で‘時を過ごす’の意味である。
　　　　　　（§28への追肋同時代に行なわれていたナパテヤ語にはJHBの未完了のAヨ例もある。
　　　　　　　　　　　　　　　WL‘1　DWSR，　KL　MN　DJ　JQBR　BKPR’DNH‘3R　MN　DJ‘1／KTJB’W∫ZBN’W
　　　　　　　　　　　　　　　　　JZBN’W　JMSKN　W　JWGR’W　JrrB’W　J’N’（上に記された以外の者をこの墓に葬り，
　　　　或は〔これを〕売買し，或は担保にし，或は賃貸し，或は与え，或は等閑にする者をすべて
　　　　　ドウシヤラ神が呪われるよう｛・c），Cantineau，　Le　Nabat6en，　II，　P．28，29等参照。
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